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「
中
土
佐
町
非
常
勤
の
特

別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」
は
、
監
査
委
員
の
報
酬

を
県
内
の
一
日
当
た
り
平
均

額
を
参
考
に
、
識
見
監
査
委

員
１
万
２
千
円
、
議
員
選
任

監
査
委
員
１
万
円
と
す
る
も

の
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　　　　　

「
中
土
佐
町
の
議
会
の
議
員

及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
」
は
、公
職
選
挙
法

施
行
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
。ポ
ス
タ
ー
作
成

の
公
営
に
要
す
る
経
費
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
。

　

質
疑
、討
論
は
な
く
、採
決

の
結
果
、全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。

　

「
令
和
７
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号

に
つ
い
て
」
は
、
５
９
０
０

万
円
を
追
加
し
、
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

７２
億
６
８
６
６
万
円
と
す
る

も
の
。
主
な
予
算
は
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
た
物
価
高

対
応
子
育
て
応
援
手
当
１
０

６
０
万
円
、
上
ノ
加
江
地
区

で
整
備
中
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整

備
工
事
費
１
４
３
２
万
円
な

ど
。

　

質
疑
で
は
、
２
人
の
議
員

が
計
上
さ
れ
た
予
算
に
対

し
、
内
容
や
理
由
な
ど
執
行

部
に
説
明
を
求
め
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

「
中
土
佐
町
景
観
条
例
の

全
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
」
は
、
四
万
十
川
条
例

な
ど
と
の
整
合
性
や
流
域
市

町
の
景
観
計
画
と
の
違
い
を

解
消
す
る
た
め
改
正
す
る
も

の
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

「
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
」

は
、
久
礼
に
あ
る
町
有
林
を

皆
伐
し
て
搬
出
さ
れ
る
木
材

を
、
須
崎
地
区
森
林
組
合
に

２
８
６
７
万
円
で
売
却
す
る

も
の
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

非
常
勤
特
別
職
の

報
酬
条
例
改
正
　

選
挙
運
動
の
公
営
に

関
す
る
条
例
改
正
　

選
挙
公
営

　

選
挙
公
営
制
度
は
、お
金
の

か
か
ら
な
い
選
挙
の
た
め
、ま

た
、候
補
者
間
の
選
挙
運
動
の

機
会
均
等
を
図
る
た
め
、一
定

の
範
囲
で
国
や
地
方
公
共
団

体
が
立
候
補
者
の
選
挙
運
動

費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担

す
る
制
度
。

皆
伐

　

あ
る
一
定
の
区
画
の
樹
木

を
一
度
に
す
べ
て
伐
採
す
る

林
業
の
手
法
。

令
和
７
年
　
中
土
佐
町
議
会

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

議案
審議

　

令
和
７
年
１２

月
定
例
会
が
１２

月
１２

日
に
開
会
し
、
町
長
の

行
政
報
告
、
議
案
の
提
案
理
由
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１６

日
と
１７

日
は
一
般
質
問
（
３
㌻
か
ら
関
連
記
事
）
が
行
わ

れ
、
８
人
の
議
員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。
１９

日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
議
案
１２

件
を

可
決
、
同
意
３
件
を
同
意
、
諮
問
１
件
を
適
任
と
し
、
散
会
し

ま
し
た
。

　

１２

月
定
例
会
の
会
期
は
、
１２

月
１２

日
か
ら
令
和
８
年
２
月

４
日
ま
で
の
５５

日
間
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

景
観
条
例
改
正

財
産
の
処
分

令和８年３月中の完成を目指して整備が進むヘリポート

（上ノ加江小学校付近の高台）



12月16日と17日の２日間、一般質問が行

われ、８人の議員が教育、産業、福祉な

ど町の諸問題を取り上げました。
中野　大地 ･････Ｐ10
■水稲用農業機械導入事業の実績は

■久礼ジュニアーズ創部50年で町ができる支援は

窪田　和教 ･････Ｐ９
■県道・吉野工区の工事予定は

■会計年度任用職員の給与引き上げを

金子　裕之 ･････Ｐ８
■少子化対策をどう実行するか

■人口減少における一次産業の振興は

下元　道夫 ･････Ｐ７
■カツオから町のブランド化に切り替えるとは

■誰にとっても住みやすいまちづくりを

高橋　雄造 ･････Ｐ６
■大野見四万十民俗館の現況は

■教員の志願者減で本町への影響は

山本　建生 ･････Ｐ４
■管理職の定年前の途中退職者は

■来庁者への対応は

濵田　和昭 ･････Ｐ５
■大正町市場の観光客の波及効果は

■上ノ加江集学校の再開は

佐竹　敏彦 ･････Ｐ1１
■女性の活躍の場どうする

■無収益に課税する固定資産税はおかしい

※一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたっ

て、町長などに対し疑問点をただし、所信の表

明を求めるものです。

※掲載する「一般質問」は、議員の責任で質問・答

弁を750字以内にまとめたものです。

任期最後の一般質問任期最後の一般質問

一 
般 
質 
問

一 
般 
質 
問

〜
町
政
を
問
う
〜

〜
町
政
を
問
う
〜

各議員のページにあるQRコードで、その議員のインターネット中継をご覧いただけます。ご覧になられ
る場合は、データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない場合、高額請求される場合がありますので
ご注意ください。
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問

過
去
１０
年
間
で
、
定
年
前

に
辞
め
た
管
理
職
の
人
数

は
。

　
山
﨑
総
務
課
長

５
人
で
、
理

由
は
一
身
上
の
都
合
と
な
っ

て
い
る
。

問

町
民
か
ら
、
人
間
的
に
信

頼
さ
れ
知
識
も
豊
富
な
人

や
、
世
話
が
で
き
能
力
が
あ

る
管
理
職
が
ど
う
し
て
定
年

前
に
辞
め
た
の
か
と
、
疑
問

の
声
も
聞
く
。
町
に
と
っ
て

大
き
な
損
失
で
は
な
い
か
。

管
理
職
の
中
途
退

職
に
対
し
て
町
民

か
ら
町
政
へ
の
不

信
が
出
て
い
る
。

竹
﨑
副
町
長

管
理

職
に
限
ら
ず
意
見

の
言
い
や
す
い
働

き
や
す
い
職
場
環

境
を
つ
く
っ
て
い

く
の
が
大
事
と
考

え
て
い
る
。

問

前
町
政
で
は
自

ら
申
し
出
て
管
理

職
を
降
り
た
例
が

何
件
か
あ
っ
た
。

精
神
的
に
追
い
詰

め
ら
れ
て
辞
め
る
例
は
本
当

に
少
な
か
っ
た
。
精
神
面
で

辞
職
す
る
状
況
を
克
服
す
る

た
め
に
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
。

山
﨑
総
務
課
長

過
去

 １０
年
間

管
理
職
か
ら
の
降
格
者
は
い

な
い
。
管
理
職
に
な
っ
て
負

担
に
感
じ
ら
れ
る
方
が
一
定

数
い
る
と
思
う
の
で
、
今
後

降
格
も
含
め
て
検
討
課
題
に

し
て
い
く
。

　

問

役
場
の
職
員
は
、
で
き
る

理
由
を
探
す
職
員
と
で
き
な

い
理
由
を
探
す
職
員
に
分
か

れ
る
。
役
場
職
員
の
落
ち
度

で
も
う
一
度
手
続
き
が
必
要

な
場
合
、
も
う
一
回
来
て
も

ら
う
か
、
こ
ち
ら
が
出
て
い

く
か
に
分
か
れ
る
。
そ
う
い

う
面
で
の
研
修
は
。

　
山
﨑
総
務
課
長

落
ち
度
が

あ
っ
た
場
合
は
当
然
出
か
け

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
。
今
後
意
識
改
革
を

し
て
、
で
き
る
限
り
町
民
に

よ
り
添
え
る
職
員
に
な
れ
る

よ
う
研
修
に
力
を
入
れ
て
い

く
。

山

本

建

生

山

本

建

生

山本議員の録画映像は
　　　こちらから

管理職の定年前の途中退職者は管理職の定年前の途中退職者は

働きやすい職場環境をつくっていく働きやすい職場環境をつくっていく

来庁者を迎える窓口の風景（中土佐町役場）

職
員
研
修
に
力
を
入
れ
る

職
員
研
修
に
力
を
入
れ
る

来
庁
者
へ
の
対
応
は

来
庁
者
へ
の
対
応
は

そ
の
他
の
質
問

▼ 

会
計
年
度
任
用
職
員

▼ 

図
書
室

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン

タ
ー
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問

地
域
活
性
化
の
柱
の
一
つ

で
あ
る
観
光
だ
が
、
大
正
町

市
場
の
観
光
客
の
に
ぎ
わ
い

は
大
野
見
・
矢
井
賀
・
上
ノ
加

江
地
区
へ
の
波
及
効
果
が
あ

る
か
。

 

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

久
礼

地
区
に
は
、
大
正
町
市
場
や

道
の
駅
、
黒
潮
本
陣
、
な
か

と
さ
美
術
館
な
ど
の
観
光
拠

点
が
集
ま
っ
て
お
り
、
多
く

の
来
訪
者
を
得
て
い
る
。
し

か
し
、
波
及
効
果
は
限
定
的

で
久
礼
地
区
で
の
消
費
に
と

ど
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

問

日
帰
り
に
偏
り
、
滞
在
型

観
光
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

宿
泊

を
提
供
で
き
る
数
や
質
の
問

題
も
あ
る
。
漁
業
体
験
や
源

流
の
里
で
の
自
然
体
験
な
ど

は
魅
力
的
だ
が
、
宿
泊
と
結

び
つ
い
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
や

共
通
の
予
約
シ
ス
テ
ム
が
完

全
に
整
っ
て
い
な
い
。
そ
れ

ら
の
理
由
も
あ
り
、
周
遊
・

宿
泊
に
結
び
つ
い
て
な
い
。

こ
れ
ら
は
解
決
す
べ
き
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

問

休
校
中
の
上
ノ
加
江
集
学

校
の
再
開
時
期
と
体
制
は
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

令
和

５
年
の
開
校
当
初
は
、
常
勤

ス
タ
ッ
フ
が
３
人
い
た
が
２

人
が
異
動
し
、
残
っ
た
１
人

も
退
職
し
た
た
め
現
在
は
休

校
状
態
に
あ
る
。
集
学
校
の

代
表
者
か
ら
令
和
８
年
４
月

を
め
ど
に
再
開
す
る
方
向
で

調
整
中
と
聞
い
て
い
る
。
町

は
、
複
数
名
の
常
勤
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
。

　 

地
域
と
の
関
わ
り
は

問

今
後
ど
の
よ
う
な
思
い
で

地
域
と
関
わ
っ
て
い
く
か
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

地
域

ご
と
の
実
情
に
即
し
た
き
め

細
か
な
支
援
、
住
民
主
体
の

取
り
組
み
を
丁
寧
に
つ
な
げ

て
い
く
。
各
地
区
の
強
み
を

生
か
し
な
が
ら
、
相
互
に
補

完
し
合
う
地
域
づ
く
り
が
大

切
だ
。

池
田
町
長

現
在
、
令
和
８

年
度
の
予
算
を
編
成
中
だ
。

し
っ
か
り
と
施
策
や
事
業
を

地
域
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
努
力
を
傾
注
し
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
本
町
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

上ノ加江集学校の上ノ加江集学校の

再開は再開は

令和８年度４月再開で調整中令和８年度４月再開で調整中

限
定
的
だ

限
定
的
だ

大
正
町
市
場
の
観
光
客
の

大
正
町
市
場
の
観
光
客
の

波
及
効
果
は

波
及
効
果
は

多くの観光客が訪れる大正町市場

閉店した上ノ加江のスーパー

濵

田

和

昭

濵

田

和

昭

濵田議員の録画映像は
　　　こちらから

休校中の上ノ加江集学校
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問

四
万
十
民
俗
館
の
建
物
の

維
持
管
理
は
。

津
野
教
育
次
長

教
育
委
員
会

は
、
館
内
に
設
置
の
消
防
設

備
の
点
検
や
見
学
者
が
入
る

前
の
清
掃
や
収
蔵
品
の
確
認

な
ど
が
主
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

髙
橋
地
域
振
興
課
長

地
域
振

興
課
は
、
見
学
者
が
来
館
さ

れ
た
際
の
開
錠
や
施
錠
の
対

応
を
し
て
い
る
。
休
日
、
祝

日
は
振
興
局
の
日
直
者
に
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
。

問

全
国
的
に
こ
う
し
た
施
設

の
存
続
や
老
朽
化
へ
の
対
応

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
聞

く
。
本
民
俗
館
の
現
状
は
。

津
野
教
育
次
長

老
朽
化
で
、

屋
根
の
雨
漏
り
の
修
繕
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

調
査
・
設
計
を
行
っ
た
上
で
、

国
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

て
修
繕
し
た
い
。

問

津
野
町
に
は
歴
史
の
深
い

郷
土
資
料
館
が
あ
り
一
部
図

書
館
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て

い
る
。
文
化
財
と
図
書
を
兼

ね
た
形
で
運
営
さ
れ
て
い
る

が
、
参
考
に
す
べ
き
点
は
な

い
か
。

津
野
教
育
次
長

当
町
の
民
俗

館
は
、
単
独
で
あ
り
委
託
で

は
な
い
。
管
理
の
違
い
も
あ

り
難
し
い
点
も
あ
る
が
、
参

考
に
で
き
る
と
こ
ろ
は
考
え

た
い
。

問

民
俗
館
の
維
持
管
理
は
後

世
に
残
す
べ
き
責
務
と
思
う

が
町
長
の
考
え
は
。

池
田
町
長

大
野
見
の
誇
れ
る

も
の
が
こ
こ
に
あ
り
伝
承
し

て
い
く
こ
と
が
、
責
務
と
承

知
し
て
い
る
。
地
域
の
方
々

の
話
も
伺
い
な
が
ら
取
り
組

み
を
考
え
た
い
。

問

教
員
の
志
願
者
減
に
よ
る

本
町
へ
の
影
響
は
。

岡
村
教
育
長

本
年
度
は
影
響

な
く
運
営
で
き
て
い
る
。
来

年
度
は
、
小
学
校
で
は
ほ
ぼ

同
じ
で
、
中
学
校
で
は
学
級

減
で
、
教
員
は
久
礼
中
で
２

人
、
大
野
見
中
で
４
人
減
と

な
る
予
定
だ
。

問

国
は
、
臨
時

適
任
用
教
員
、

非
常
勤
講
師
、

年
齢
制
限
の
拡

大
な
ど
を
検
討

中
だ
が
、
資
格

取
得
の
た
め
学

校
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
希
望

し
た
と
き
の
学

校
の
対
応
は
。

岡
村
教
育
長

学
校
長
の
判
断

で
受
け
入
れ
が
可
能
だ
。
教

員
免
許
を
持
た
な
い
者
も
、

特
別
に
免
許
を
取
る
制
度
も

あ
る
の
で
活
用
し
て
い
き
た

い
。

大野見四万十民俗館の現況は大野見四万十民俗館の現況は

老朽化した箇所の整備が必要老朽化した箇所の整備が必要
高橋議員の録画映像は
　　　こちらから

必
要
数
は
ク
リ
ア
し
て
い
る

必
要
数
は
ク
リ
ア
し
て
い
る

教
員
の
志
願
者
減
で

教
員
の
志
願
者
減
で

本
町
へ
の
影
響
は

本
町
へ
の
影
響
は

高

橋

雄

造

高

橋

雄

造

津野町の郷土資料館

中土佐町立大野見四万十民俗館
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問

カ
ツ
オ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
か

ら
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
切

り
替
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、

再
度
問
う
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

カ
ツ

オ
を
置
き
去
り
に
し
た
よ

う
な
説
明
不
足
を
お
詫
び
す

る
。
現
在
も
ま
ち
づ
く
り
の

中
心
は
カ
ツ
オ
で
あ
る
。
市

場
で
の
評
価
を
高
め
る
な
ど

段
階
的
に
進
め
る
。

問

カ
ツ
オ
の
戦
略
は
土
佐
沖

か
ら
始
ま
る
と
思
っ
て
い

る
。
夜
明
け
か
ら
漁
師
は

釣
っ
て
い
る
。
沖
に
行
く
漁

師
か
ら
情
報
発
信
し
、
そ
し

て
売
っ
て
い
く
と
考
え
る

が
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

カ
ツ

オ
に
関
連
す
る
産
業
が
持
続

的
に
成
長
し
て
い
き
、
漁
業

者
が
釣
っ
て
き
て
、
全
て
の

産
業
が
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

実
質
操
業
し
て
い
る
カ
ツ

オ
一
本
釣
り
船
は
、
１９
㌧
が

２
隻
、
１４
㌧
が
１
隻
だ
。
１９

㌧
を
建
造
す
る
と
約
２
億
円

か
か
る
。
国
補
助
二
分
の
一

で
１
億
円
と
し
て
も
残
り
１

億
円
か
か
る
。
町
の
支
援
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

漁
業
者

か
ら
具
体
的
な
話
が
あ
っ
た

場
合
、
何
ら
か
の
支
援
を
検

討
し
た
い
。

問

餌
の
イ
ワ
シ
の
確
保
は
。

若
い
船
員
の
養
成
は
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

餌
の
確

保
は
、
各
船
で
努
力
し
て
い

た
だ
き
、
漁
協
、
販
売
業
者

と
密
接
な
関
係
を
保
ち
、
支

援
の
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
く
。
若
い
船
員
の
育
成

は
関
係
者
と
協
議
し
、
必
要

な
支
援
を
進
め
る
。

問

困
っ
た
と
き
に
相

談
で
き
る
、
一
人
暮

ら
し
は
増
え
て
も
一

人
ぼ
っ
ち
は
い
な
い

ま
ち
づ
く
り
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
、
社
協

が
車
の
両
輪
だ
。
町

内
を
約
４０
の
地
域
に

分
け
、
見
守
り
の
必

要
な
人
な
ど
の
情
報

を
収
集
し
て
い
る
。

一
人
ぼ
っ
ち
に
し
な
い
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

共
に
生
き
て
い
く
町
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い

児
・
者
、
誰
に
と
っ
て
も
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

住
民
の

参
画
の
も
と
、
皆
さ
ん
が
暮

ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

誰にとっても住みやすい誰にとっても住みやすい

まちづくりをまちづくりを

住民の皆さんが暮らし続けたい住民の皆さんが暮らし続けたい

まちづくりを目指すまちづくりを目指す

漁
業
者
を
は
じ
め
す
べ
て
の
産
業
が
成
長
す
る
よ
う
取
り
組
む

漁
業
者
を
は
じ
め
す
べ
て
の
産
業
が
成
長
す
る
よ
う
取
り
組
む

カ
ツ
オ
か
ら
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
切
り
替
え
る
と
は

カ
ツ
オ
か
ら
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
切
り
替
え
る
と
は

正月の４日に出航し釣り上げた２㌧ ４００㌔の

カツオと競りの状況（１月５日久礼漁協）

今後の地域福祉の取り組みを話し合う社会福祉

協議会の方々

下

元

道

夫

下

元

道

夫

下元議員の録画映像は
　　　こちらから
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問

中
土
佐
町
は
子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、
令

和
に
な
っ
て
か
ら
も
出
生
数

は
減
少
し
て
い
る
。
子
育
て

支
援
の
成
果
と
評
価
は
。

　
辻
本
健
康
福
祉
課
長

県
内
で

も
有
数
の
子
育
て
支
援
の
町

と
し
て
誇
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
成
果
が
出
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
子
育
て
支
援

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
も

う
少
し
長
い
目
で
見
て
い
た

だ
き
た
い
。

問

子
育
て
支
援
で
は
、
保
育

料
の
無
償
化
、
給
食
費
の
無

償
化
を
行
っ
て
い
る
が
、
児

童
一
人
あ
た
り
の
支
援
額

は
。

津
野
教
育
次
長

保
育
料
は
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ

り
３
～
５
歳
児
が
無
償
化
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
令
和
６

年
度
の
支
援
は
０
～
２
歳
児

で
年
間
一
世
帯
あ
た
り
約
１７

万
円
に
な
る
。
学
校
給
食
費

は
年
間
一
人
あ
た
り
約
１６
万

円
の
支
援
に
な
っ
て
い
る
。

問

少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

の
提
言
を
ど
う
実
行
し
て
い

く
か
。

竹
﨑
副
町
長

少
子
化
対
策
は

町
の
最
大
の
課
題
と
捉
え
て

お
り
、
提
言
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
加
速
さ
せ
て
い

く
。

問

中
土
佐
町
の
人
口
は
１０
年

後
に
３
０
０
０
人
台
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
人
口
減
少

に
お
け
る
一
次
産
業
の
振
興

策
は
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

農
業
で

は
施
設
園
芸
に
設
備
投
資
や

新
規
就
農
者
の
課
題
は
あ
る

が
、
今
後
、
地
域
計
画
に
よ

り
具
体
的
な
施
策
が
見
え
て

く
る
。
漁
業
で
は
後
継
者
や

担
い
手
不
足
が
あ
る
が
、
経

費
の
支
援
な
ど
必
要
に
応
じ

て
検
討
し
て
い
く
。

問

産
業
振
興
で
、
行
政
が
果

た
す
役
割
は
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

地
域

資
源
の
保
全
・
活
用
、
事
業

者
支
援
、
販
路
開
拓
、
雇
用

確
保
、
移
住
定
住
支
援
な
ど

持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
基

盤
を
整
え
る
役
割
を
担
う
。

池
田
町
長

戦
略
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
け
ば
、
道
は
開

け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

金

子

裕

之

金

子

裕

之

金子議員の録画映像は
　　　こちらから

少子化対策をどう実行するか少子化対策をどう実行するか

最大の課題と捉え、加速させていく最大の課題と捉え、加速させていく

戦
略
を
持
っ
て
取
り
組
む

戦
略
を
持
っ
て
取
り
組
む

人
口
減
少
に
お
け
る
一
次
産
業
の
振
興
は

人
口
減
少
に
お
け
る
一
次
産
業
の
振
興
は

保
育
料

本
来
の
保
育
料
（
０
～
２
歳

児
）
を
総
じ
て
平
均
し
た
金

額
。

学
校
給
食
費

材
料
費
と
調
理
委
託
料
を
合

計
し
た
金
額
（
年
間
１
９
０

食
で
計
上
）
。

令和８年中土佐町二十歳を祝う会の様子（町民交流会館）

　　中土佐町の令和に入って
　　からの出生数　 （単位：人）

令和元年 ２３

令和 ２年 ２０

令和 ３年 １７

令和 ４年 １７

令和 ５年 １８

令和 ６年 １３
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問

県
道
窪
川
中
土
佐
線
の
吉

野
工
区
の
う
ち
、
大
野
見
ト

ン
ネ
ル
か
ら
菱
高
精
機
前
ま

で
の
改
良
事
業
が
進
み
だ
し

た
。
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

 

小
松
建
設
課
長

７
年
度
は
２

号
橋
の
予
備
設
計
と
大
野
見

ト
ン
ネ
ル
側
の
改
良
済
区
間

か
ら
１
号
橋
ま
で
の
用
地
測

量
を
行
う
。

問

工
事
主
体
は
県
だ
が
、
大

野
見
の
人
の
関
心
は
高
い
。

旧
第
一
工
区
の
完
成
予
定
と

旧
第
二
工
区
の
進
ち
ょ
く
状

況
は
。

小
松
建
設
課
長

８
年
度
か
ら

現
在
測
量
業
務
を
し
て
い
る

箇
所
の
用
地
買
収
と
補
償
業

務
を
順
次
進
め
る
。
９
年
度

か
ら
工
事
を
実
施
す
る
予
定

だ
が
、
完
成
の
時
期
は
未
定

だ
。
旧
第
二
工
区
は
現
在
、

改
良
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な

い
。

問

あ
の
道
は
大
野
見
の
人
に

と
っ
て
は
幹
線
道
路
だ
。
少

な
く
と
も
３
カ
所
で
道
路
脇

の
山
切
り
と
２
カ
所
の
橋
の

建
設
が
あ
る
。
５０
分
止
め
な

ど
の
交
通
規
制
を
極
力
な
く

し
て
ほ
し
い
。

池
田
町
長

大
野
見
地
区
民
の

生
活
に
と
っ
て
重
要
な
道
路

だ
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

こ
と
を
考
え
て
も
非
常
に
重

要
だ
。
住
民
の
利
便
性
を
担

保
で
き
る
よ
う
要
望
を
し
て

い
く
。

問

県
の
最
低
賃
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
機
会
に
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
水
準
も
見

直
す
必
要
が
あ
る
。
一
人
一

人
に
適
用
さ
れ
る
号
俸
を
決

め
る
の
は
ど
の
課
の
ど
の
部

署
か
。

山
﨑
総
務
課
長

総
務
課
の
人

事
給
与
担
当
が
号
俸
を
決
め

て
い
く
。

問

最
賃
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

の
は
物
価
高
か
ら
生
活
を
守

る
た
め
だ
。
一
番
給
与
の
低

い
１
級
１
号
俸
を
見
直
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
役
場
は
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
安

定
的
に
働
い
て
も
ら
う
た
め

に
給
与
改
善
は
必
要
だ
。

山
﨑
総
務
課
長

近
隣
市
町
と

同
水
準
だ
。
今
年
度
は
予
定

が
な
い
が
、
国
が
処
遇
改
善

を
し
て
い
く
と
思
う
の
で
人

勧
を
見
な
が
ら
改
善
す
べ
き

は
改
善
し
て
い
く
。

　 

町
展
に
賞
金
を

問

町
展
の
入
賞
者
に
一
定
の

賞
金
を
出
す
方
向
で
検
討
で

き
な
い
か
。

津
野
教
育
次
長

賞
金
を
出
す

こ
と
が
町
の
芸
術
・
文
化
の

振
興
に
つ
な
が
る
か
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

８
年
度
か
ら
用
地
買
収
と
補
償
業
務

８
年
度
か
ら
用
地
買
収
と
補
償
業
務

県
道
・
吉
野
工
区
の
工
事
予
定
は

県
道
・
吉
野
工
区
の
工
事
予
定
は

窪

田

和

教

窪

田

和

教

窪田議員の録画映像は
　　　こちらから

会計年度任用職員の給与会計年度任用職員の給与

引き上げを引き上げを

国の人勧を注視していく国の人勧を注視していく

改良箇所で県からの説明が行われた（大野見吉野）

説
明

１
号
橋
は
森
林
組
合
倉
庫
の

上
を
通
り
対
岸
に
至
る
橋
。

２
号
橋
は
菱
高
精
機
前
か
ら

対
岸
に
架
け
る
橋
。

説
明

吉
野
工
区
は
大
野
見
ト
ン
ネ

ル
か
ら
吉
野
（
元
ス
パ
ー

前
）
ま
で
の
う
ち
未
改
良
の

区
間
。
以
前
は
ト
ン
ネ
ル
か

ら
菱
高
精
機
前
ま
で
を
第
一

工
区
、
跡
川
の
１
車
線
部
分

を
第
二
工
区
と
分
け
て
い
た

が
、
今
は
吉
野
工
区
と
し
て

一
体
で
整
備
す
る
方
針
。

説
明

最
低
賃
金
（
最
賃
）
は
使
用
者

が
労
働
者
に
支
払
う
賃
金

の
最
低
額
を
定
め
た
も
の
。

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
外
国

人
、
性
別
、
年
齢
に
関
係
な
く

支
払
い
義
務
が
あ
る
。
県
の

最
賃
は
１
０
２
３
円
。
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問

今
シ
ー
ズ
ン
、
水

稲
用
農
業
機
械
導
入

事
業
を
利
用
し
た
コ

ン
バ
イ
ン
と
ト
レ
ー

ラ
ー
の
使
用
実
績

は
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

コ
ン
バ
イ
ン
を
１
人

が
9１
日
間
で
、
１
２

９
時
間
使
用
し
た
。

ト
レ
ー
ラ
ー
の
使
用

は
な
か
っ
た
。

問

村
営
み
の
り
が
ど

う
い
っ
た
条
件
で
、

個
人
へ
コ
ン
バ
イ
ン

を
貸
し
出
し
て
い
る
か
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

町
内
在

住
で
、
Ｊ
Ａ
土
佐
く
ろ
し
お

の
組
合
員
が
条
件
だ
。
高
齢

な
ど
で
経
営
規
模
を
縮
小
す

る
農
業
者
や
離
農
す
る
人
な

ど
の
農
地
の
受
け
皿
と
な
っ

て
、
耕
作
面
積
３
㌶
以
上
の

水
田
農
業
を
営
ん
で
い
る
人

が
対
象
に
な
る
。貸
出
料
は
、

１０ 

㌃
当
た
り
、
１
５
０
０
円

だ
。

問

Ｊ
Ａ
土
佐
く
ろ
し
お
管
内

で
、
３
㌶
以
上
を
営
ん
で
い

る
農
家
が
町
内
に
何
人
い
る

か
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

久
礼
で

２
人
、上
ノ
加
江
で
１
人
だ
。

問

レ
ン
タ
ル
事
業
を
継
続
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
条
件
を
緩

和
し
、
広
く
周
知
し
、
農
家
の

ニ
ー
ズ
に
沿
う
形
で
レ
ン
タ

ル
で
き
る
よ
う
に
、
み
の
り

と
協
議
を
す
べ
き
で
は
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

貸
し
出

し
の
条
件
や
周
知
に
つ
い
て

は
み
の
り
と
協
議
を
し
て
い

く
。

問

少
年
野
球
チ
ー
ム
の
久
礼

ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
が
創
部
５０
周

年
を
迎
え
る
が
、
町
と
し
て

で
き
る
支
援
は
。

津
野
教
育
次
長

さ
ま
ざ
ま
な

方
面
か
ら
の
支
援
も
考
え
ら

れ
る
の
で
今
後
検
討
し
て
い

く
。

問

町
政
２０
周
年
、
創
部
５０
周

年
を
記
念
し
て
、
高
知
フ
ァ

イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
と
の

コ
ラ
ボ
で
、
中
土
佐
町
全
体

で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

子
ど
も
を
育
て
る
を
テ
ー
マ

に
、
町
の
重
点
施
策
事
業
と

位
置
付
け
、
取
り
組
め
な
い

か
。

岡
村
教
育
長

実
行
委
員
会
を

立
ち
あ
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。
予
算
に
関
し
て
は
検
討

が
必
要
だ
が
、
例
え
ば
、
大

会
運
営
に
教
育
委
員
会
か
ら

公
費
と
ス
ポ
ー
ツ
支
援
員
の

派
遣
な
ど
協
力
で
き
る
と
こ

ろ
は
、協
力
し
て
い
き
た
い
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

さ
ま

ざ
ま
な
切
り
口
で
の
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

水稲用農業機械導入事業水稲用農業機械導入事業

の実績はの実績は

１人が１２９時間使用１人が１２９時間使用

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
検
討
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
検
討
す
る

久
礼
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
創
部

久
礼
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
創
部

5050
年
で
町
が
で
き
る
支
援
は

年
で
町
が
で
き
る
支
援
は

中

野

大

地

中

野

大

地

中野議員の録画映像は
　　　こちらから

事業で導入されたコンバイン

創部から５０周年となる久礼ジュニアーズ（久礼小学校グラウンド）
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問

高
市
早
苗
議
員
が
日
本
初

の
女
性
総
理
に
な
り
、
歴
史

が
動
い
た
。
失
わ
れ
た
３０
年

の
お
先
真
っ
暗
な
状
況
に
希

望
の
光
を
差
し
込
ん
だ
、
ま

さ
に
天
照
大
神
の
再
来
で
は

な
い
か
と
思
う
。
高
市
早
苗

と
い
う
女
性
の
登
場
で
世
の

中
が
根
本
か
ら
変
わ
っ
た
。

女
性
の
活
躍
の
場
を
ど
う
す

る
。

池
田
町
長

共
に
日
本
の
在
り

方
を
考
え
る
い
い
機
会
だ
。

男
性
首
相
だ
け
だ
っ
た
過
去

と
は
違
う
。
平
等
に
能
力
で

参
画
し
て
い
く
社
会
が
望
ま

し
い
。

問

土
地
や
家
屋
に
係
る
固
定

資
産
税
は
市
町
村
の
重
要
な

財
源
だ
が
、
持
っ
て
い
る
だ

け
で
課
税
さ
れ
る
。
収
益
が

あ
っ
て
そ
こ
か
ら
取
る
の
が

本
来
の
姿
で
、
果
実
が
課
税

の
対
象
だ
。
制
度
を
改
め
る

よ
う
働
き
か
け
て
は
。

池
田
町
長

高
市
内
閣
を
支
え

る
大
切
な
役
割
を
尾
﨑
正
直

前
知
事
が
し
て
い
る
。
要
望

す
る
機
会
も
あ
り
、
意
見
を

発
し
て
い
き
た
い
。

　 

高
知
大
と
協
力
し

　
振
興
策
の
研
究
を

問

高
知
大
学
と
協
定
書
を
結

ん
で
、
上
ノ
加
江
の
振
興
策

ば
か
り
で
な
く
、
カ
ツ
オ
を

生
か
し
た
久
礼
の
ま
ち
、
中

土
佐
町
の
振
興
策
を
一
緒
に

研
究
す
る
の
は
ど
う
か
。

池
田
町
長

受
田
学
長
に
は
指

導
を
賜
っ
て
い
る
が
、
大
学

の
各
先
生
や
学
生
と
も
話
を

し
な
が
ら
、
町
が
一
つ
の
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い

う
形
で
、
高
知
大
学
と
密
接

な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

無収益に課税する固定資産税はおかしい無収益に課税する固定資産税はおかしい

過疎自治体共通の課題で情報収集に努める過疎自治体共通の課題で情報収集に努める

平
等
に
能
力
で
参
画
で
き
る
社
会
に

平
等
に
能
力
で
参
画
で
き
る
社
会
に

女
性
の
活
躍
の
場
ど
う
す
る

女
性
の
活
躍
の
場
ど
う
す
る

佐

竹

敏

彦

佐

竹

敏

彦

佐竹議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

戦
後
８０

年
の
課
題

▼ 

緊
急
銃
猟
制
度

▼ 

高
校
再
編
と
地
域
課
題

元始、女性は太陽であった。平塚らいてうの言葉（１月１日　久礼八幡宮前）

税はいろんな事業に使われています。１月２日体育はじめ（上ノ加江スポーツ文化センター）
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町
営
住
宅
の
入
居
状
況

は
、
全
体
戸
数
１
６
５
戸
に

対
し
て
高
齢
世
帯
35
戸
、
子

育
て
世
帯
４２
戸
、
単
独
世
帯

２６
戸
、
そ
の
他
２２
戸
と
な
っ

て
い
る
。
地
区
別
で
は
久
礼

55
戸
、
上
ノ
加
江
１７
戸
、
大

野
見
53
戸
で
合
計
１
２
５
世

帯
と
な
っ
て
い
る
。
空
き
戸

数
４０
戸
の
う
ち
募
集
可
能
戸

数
は
7
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
間
管
理
住
宅
は
全
体
戸

数
35
戸
に
対
し
て
空
き
戸
数

は
1
戸
で
久
礼
２４
戸
、
上
ノ

加
江
5
戸
、
大
野
見
6
戸
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

久
礼
と
上
ノ
加
江
の
住
宅
の

修
繕
箇
所
の
確
認
作
業
を
外

部
委
託
し
、
4
月
か
ら
9
月

ま
で
の
現
地
確
認
で
水
漏
れ

や
建
具
の
不
具
合
、
退
去
立

会
い
な
ど
3０
回
行
っ
て
い

る
。
今
後
の
住
宅
施
策
と
し

て
町
営
住
宅
は
、
長
寿
命
化

改
修
計
画
を
基
に
修
繕
・
改

善
を
し
て
い
く
。
中
間
管
理

住
宅
は
、
際
限
な
く
増
や
し

て
い
く
こ
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
地
域
間
で
調
整
し
な
が

ら
一
定
数
を
保
っ
て
い
く
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
や

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
設
置
の
可

能
性
は
、
ペ
ッ
ト
は
ト
ラ
ブ

ル
の
基
に
な
る
可
能
性
が
高

い
の
で
む
ず
か
し
い
。
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
は
、
協
議
す
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

中
土
佐
町
は
住
居
不
足
だ

が
古
い
建
物
や
安
全
性
が
低

い
建
物
は
解
体
も
考
慮
し
、

長
寿
命
化
や
リ
フ
ォ
ー
ム
が

可
能
な
物
件
に
関
し
て
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
適
切
な
住
宅
管

理
を
す
る
よ
う
提
言
し
た
。

　

上
ノ
加
江
山
内
の
堆
肥
処

理
場
は
町
外
の
農
業
資
材
事

業
者
が
、
鶏
ふ
ん
の
初
期
発

酵
を
し
て
い
る
施
設
で
あ
る
。

施
設
で
は
多
量
の
堆
肥
を
処

理
し
て
い
る
が
、
屋
根
の
一

部
が
破
損
し
て
雨
ざ
ら
し
の

箇
所
も
あ
る
。
排
水
は
地
下

浸
透
に
し
て
い
る
。
現
状
調

査
の
後
、
農
林
水
産
課
と
町

民
環
境
課
が
行
っ
た
当
事
業

者
へ
の
聞
き
取
り
で
は
、
屋

根
な
ど
の
改
修
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。
今
後
は
、

汚
水
の
流
出
状
況
を
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

大
野
見
の
天
満
宮
前
キ
ャ

ン
プ
場
前
の
河
原
は
ヨ
セ（
ヨ

シ
）
が
繁
茂
し
て
河
原
も
見

え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
委

員
か
ら
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
を

継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ヨ

シ
や
雑
木
の
撤
去
は
必
要
で

あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け

で
は
対
応
が
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

担
当
課
に
は
、
一
度
大
掛

か
り
な
工
事
に
よ
る
原
状
回

復
を
実
施
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

周
辺
も
含
め
た
整
備
を
検
討

す
る
よ
う
提
言
し
た
。

　
１２

月
定
例
会
の
初
日
、
総
務
教
育
、
産
業
建
設
民
生
の
各

常
任
委
員
長
か
ら
、
委
員
会
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

天満宮前キャンプ場を調査する産業建設民生常任委員

（1０月2０日　大野見奈路）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産業建設民生常任委員会

ニーズに合った住宅管理をニーズに合った住宅管理を
町営・中間管理住宅を調査町営・中間管理住宅を調査

堆
肥
処
理
場
、
天
満
宮
前

堆
肥
処
理
場
、
天
満
宮
前

キ
ャ
ン
プ
場
を
調
査

キ
ャ
ン
プ
場
を
調
査

町営住宅を調査する総務教育常任委員

（1０月1４日　久礼日ノ川団地）
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持続・発展的な行政を運営する持続・発展的な行政を運営する

令和８年度予算編成令和８年度予算編成

●令和８年度予算編成

　国や県の動向に注視しつつ、持続的・発展的な

行政運営を行う。町の総合振興計画の実現に向け

少子高齢化・人口減少、南海トラフ地震対策、地

場産業の振興などに取り組む。

　

●県消防広域化構想

　消防機関を１つに統合する方針を打ち出したこ

とに唐突感が否めない。給与体系や勤務体系を統

一するには新たな問題もあり、各団体が時間をか

けて議論していくことを望む。

　

●基幹業務システム標準化

　各自治体の基幹業務システムを国の標準仕様に

移行することが義務付けられた。標準化の対象は

２０業務が対象になっており、１２月２２日から運用を

開始する。

●第３回みんなで元気になる大会

　町民ぐるみの健康推進イベントで１１月３０日に第

３回を開いた。パリオリンピック大会レスリング

の金メダリスト桜井つぐみ選手をお招きして交流

した。

●移住及び関係人口の創出

　全国公募で、本町に１３泊１４日の日程で訪れても

らい町の魅力をＳＮＳで広報する「遊ぶ広報」事

業を立ち上げた。

●クルマエビ養殖

　大野見奈路の旧あゆ種苗センターで４月から民

間事業者がクルマエビ養殖を始めた。７カ月を経

過し一部は出荷サイズまで成長した。新たなビジ

ネスモデルとして期待している。

12月定例会で行政報告をする池田町長

「自治功労者表彰」受賞「自治功労者表彰」受賞
長年の議会活動を通じ、地方自治の進展に貢献長年の議会活動を通じ、地方自治の進展に貢献

　

令
和
７
年
１０
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
四

国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
で
、
岡

伊
三
男
議
員
が
、
自
治
功
労
者
表
彰
（
議

員
１9
年
以
上
在
職
者
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
四
国
各
県
の
町
村
議
会

議
長
会
長
の
推
薦
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。
県
内
で
は
６
人
が
表
彰
さ
れ
、

代
表
者
が
一
括
受
領
し
た
後
、
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
賞
状
は
、
１２
月
定
例
会
開
会
日

に
議
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

議員19年以上在職者　岡　伊三男　議員（中土佐町議会議場）
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全会一致の議案

しました。私は、 ・

●10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　２日 なくせじん肺全国キャラバン【副議長】

　６日 新嘗祭献穀中土佐町抜穂祭【副議長】

　８日 第63回四国地区町村議会議長会研修会（愛媛県／ANAクラウンプラザホテル松山）【副議長】

　19日 大野見しんまいフェスタ【副議長】

 津野町制施行二十周年及び新本庁舎落成記念式典・祝賀会（津野町／役場）【副議長】

　21日 中土佐町戦没者追悼式【副議長】

　24日 富山県朝日町議会視察受入（挨拶のみ）【副議長】

●12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　２日 高知県町村議会議長会理事会（高知市／高知県自治会館）

　19日 高幡広域市町村圏事務組合打ち合わせ

 津野山養護老人ホーム組合打ち合わせ

　24日 令和７年度第３回津野山養護老人ホーム組合議会定例会（須崎市／総合保健福祉センター）

 令和７年度第２回高陵特別養護老人ホーム組合議会定例会（須崎市／総合保健福祉センター）

 第66回高幡障害者支援施設組合議会定例会（須崎市／総合保健福祉センター）

 高幡広域市町村圏事務組合臨時会（須崎市／総合保健福祉センター）

 高幡消防組合議会第166回定例会（須崎市／総合保健福祉センター

≪議長の主な活動状況（令和７年10月～12月）≫

【12月定例会　議案】 結果

議案第57号
高幡広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更及び高幡広域市町村圏事務組合規約の
一部変更について

可決

議案第58号 高幡広域市町村圏事務組合規約の一部変更に伴う財産処分について 可決

議案第59号 中土佐町一般職の職員の旅費に関する条例の全部を改正する条例について 可決

議案第60号
中土佐町非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

可決

議案第61号
中土佐町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する
条例について

可決

議案第62号 中土佐町景観条例の全部を改正する条例について 可決

議案第63号 中土佐町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について 可決

議案第64号
中土佐町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条
例について

可決

議案第66号 令和 ７年度中土佐町一般会計補正予算（第 ５号）について 可決

議案第67号 令和 ７年度中土佐町介護保険特別会計補正予算（第 ２号）について 可決

議案第68号 令和 ７年度中土佐町農業集落排水事業会計補正予算（第 １号）について 可決

同意第 1号 監査委員の選任について（濵田佳孝氏） 同意

同意第 2号 教育委員会の委員の任命について（髙橋雅人氏） 同意

同意第 3号 教育委員会の委員の任命について（竹田慎一氏） 同意

諮問第 1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（多田昭介氏） 適任

地方自治法11７条の規定により佐竹敏彦議員　除斥 　

議案第65号 財産の処分について 可決

除斥とは・・・議題となる事件と一定の利害関係を有する議員について、審議の公正を期するため、当該事件の審議
に参与することができないこととする制度
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私たちは、こんなことをしています。

議員は何をしゆうが？

ご感想など500字以内で
お寄せください。

〒789‐1301 中土佐町久礼6663‐1

TEL 0889‐52‐2410  FAX 0889‐52‐4850

E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

議会広報に対する

ご意見を募集しています

≪各議員の出欠状況（令和７年10月～12月）≫

ホームページでも議会の予定や会議録を公開しています。

https://www.town.nakatosa.lg.jp/gikai/中土佐町議会

議会は、どなたでも

傍聴できます。

定例会は、年４回（３月・６
月・９月・12月）開かれます。

臨時会議は必要に応じて開
かれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　
　　日　付　・　会　議　等
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岡
　
伊
三
男

下
元
　
良
之

福
永
　
守
恭

金
子
　
裕
之

濵
田
　
和
昭

下
元
　
道
夫

山
本
　
建
生

中
野
　
大
地

佐
竹
　
敏
彦

高
橋
　
雄
造

中
城
　
重
則

10月14日 総務教育常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 ●

10月20日

議会運営委員会 〇 〇 〇 〇 〇

9 月定例会第 1回臨時会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

産業建設民生常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10月21日 議会広報広聴常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10月31日 トップセミナー（高知県立県民文化ホール／高知市） 〇 〇 〇 〇 △ ●

12月10日 議会運営委員会 〇 〇 〇 〇 〇

12月12日

12月定例会通常会議（ 1日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12月16日 12月定例会通常会議（ 2日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12月17日 12月定例会通常会議（ 3日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12月19日 12月定例会通常会議（ 4日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○・・・出席　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　公・・・他の公務による欠席　　／・・・所属委員等でない
※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。
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中土佐町議会広報広聴常任委員会

委　員　長　窪田　和教

副委員長　山本　建生

委　　員　下元　良之

委　　員　金子　裕之

委　　員　濵田　和昭

委　　員　中野　大地


